
 

 

 
 
 事業の背景                                  
 
◆発達障害と気付かないまま大人になって苦しんだり、引きこもりの自覚なしに自宅

で過ごすなどの生きにくさを抱えた若者は、制度や施策の狭間に陥りやすく、また
生活困窮に陥るリスクも抱えています。 

 
◆このような若者の就労への意欲を高める場合、職業訓練や居場所での「体験」程度

では、一般就労までのステップアップに結びつきにくいことが課題となっています。 
 
◆そこで、この団体では、高齢化による担い手不足のなかで、若者自身が必要とされ

る「出番」を生み出し、地域に貢献しながら収入を得ていくモデルによって、若者
の自信回復と成長の後押しにつながる支援に取り組んでいます。 

 
 
 事業の概要                                  
 
◆モデル事業として、農園の栽培支援をはじめ、里山整備（竹林の伐採）、家屋の修

繕、施設清掃など、作業の人手不足に悩んでいた地域の事業者から活きた就労の機
会が得られたことで、若者の就労意欲が増し、普段の活動に前向きな意識の変化が
表れています。依頼した事業者からは「頼りになる」との声が寄せられ、その後の
紹介件数が増えるという効果もみられました。 

 
◆日常的に若者と関わる相談窓口の方々に、ワークショップ形式の人材養成講座を実

施するとともに、「わかりやすさの演出」をポイントとしたサポートマニュアルを
作成・配布したことで、スキルの向上や支援者同士の連携づくりに結びついていま
す。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

キーワード 若者 就労支援 人材養成 活 動 地 域 兵庫県 

事 業 名 生きにくさを抱える若者を地域社会につなぐ研修モデル構築事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 2,317 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 ダーナ 

所 在 地 
〒668-0208 兵庫県豊岡市出石町安良２３９－１ 

ＴＥＬ：0796-23-0685 

団 体 Ｈ Ｐ 
http://www.npo-dana.jp/ 

https://www.facebook.com/noura.jp 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

 
 
☞事業者から、地域で必要となる活きた就労機会の提供を受けることで、若者自身に

「地域から頼りにされている」という実感が得られ、自己肯定感や就労意欲の向上
につながっています。 

 
☞高齢化によって担い手が少なくなっている地域に、生きにくさを抱えた若者の「出

番」をつくるモデルによって、地域の活性化に波及することが期待されます。 

ここに注目！ 

http://www.npo-dana.jp/
https://www.facebook.com/noura.jp
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120105038-03.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120105038-03.pdf

